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1,はじめに
近牢､インターネットを介した遠隔教育システムのようなマ
ルチメディアデ-夕通信サー ビスを中核としたアプリケ-シ
ョンが開発され寒卿 は れつつあるoLかし､QoS非保証ネ
ットワ-タであるインター ネットにおけるサ-ビス品質は必
ずしも満足できるものではない｡本研究では､マルチメディ
アデータ中の画像データと音声データに対して差別化され
たサ-ビス晶質を提供するための方式を提案するO本方式
では､通常は音声データのサービス品質を重視した通信
処理を行うことによって温-ザ間のコミュニケ-ションを確
保するが､目的に応じて画像デ-タのサービス品質を重視
した通信も行うことが出来るようになっている｡このようにす
ることによって､ユーザの使用目的に応じて優先度を変更
し ､通 信 ネ ､ソトワ ー クの トラ ヒック状 況 に 応 じ て デ ー タの 性 質
を 考 慮 し た 晶 質 の 制 御 が 可 能 に な る Q
2. マ ′レ チ メ デ ィア デ ー タ通 信 に お け る 問 題 点
イ ン ター ネ T,卜は 通 常 QoS を保 証 しな い た め ､ネ､ソトワー
ク トラ ヒ ･ソク の 状 態 に よ っ て ､デ ー タ 遅 延 や 揺 らぎあるいは
パ ケ ッ ト欠 落 な ど が 発 生 す る【lL こ の た め ､これらの要因に
よっで)ア′しタイム性を有するマ,)レチメディ7デー如)品質
が劣化するO
ネットワー クのトラヒックと転送時間(])関係を把握するため
に､本字研究室JlネL:/トワー クにおいて画像と音声データ
を配信した際の転送時間を寮測した例を図1に示すO図1
の横軸は計測開始後の時間を表し､縦軸は転送時間を表
している｡なお､データ転送開始後30秒の時点で､ネットワ
ークのトラヒックを増加させているoまたプロトコルはTCPを
用いている｡
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図1各データのRmの変化
トラヒックが増加する30秒以降では両方のデ-タに対 し
てm の変動が大きくなっているOこれはトラヒックの増 加
によって衝突が発生しパケットが欠落したためにTCPによ
る再送制御が頻繁に行われるようになったことによる｡毘TT
の変動が太きくなるとデ-タを受取るホストでのデ-夕到着
間隔は-定でなくなり､各メディアの時間関係が乱されるこ
とになるOメディアの時間関係の乱れにより画像では動きが
ぎこちなくなり,音声では音が途切れたり途中までしか再生
されなくなったりするためサ-ビス晶質が低下する｡これに
対処するためには､メディアデータを受取るホストでメディ
ア同期制御を行い時間関係を回復する必要がある0
3.提寮する方式
メディア同期制御のためにいくつかの方法が提案されて
いるOここではネットワー クのトラヒックに応じて再送制御と
再生時間制御を行うRVTRはを基本とし､更にユーザ甲使
用巨細勺に応じてサー ヒス晶質の制御を切り替えることができ
る方法を投薬する｡
(1)音声データのサー ビス品質を郵 毘した制御
図2に音声データのサー ビス品質を重視した制御方法を
示す｡
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図2音声デー タ の サ - ビ ス 晶 質 を 重 視 し た 制 御
音声品質の制御で は 少 な くと も ､送 信 者 の 話 し た 言 葉 を
受信音が理解できる 程 度 の 品 質 を 提 供 す る こ とが 重 要 に な
る｡
図2中で､まず れfUSlが 受 信 側 に 到 着 す る と 再 生 が 開 始
される.次に MtTSi2-が欠 落 し た とす る と ､こ の デ ー タ (M U
S2)に対する最太持ち時間 以 内 で あ る な ら 再 送 処 理 が 行
われるOこの結果､到著したデー タ は M tjS lの 再 生 終 了 か
らUだけ経過した後､画像データ M U P 2と 同 期 し て 再 生 さ
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れる｡MUS3以降のデ-タは同様に最束縛ち時間をUだ
け長くして再生されるoLかし､最大待ち時間を長くすること
は､リアルタイム性を有するデ-タの晶質を劣化させること
になるため､-定期間内にMUの欠落が無い場合はMUS
467)様に再生時間を短縮して､県東待ち時間の短縮を行
I-).,
画像入:Iuj:､音声MUの再生が終了するまでに到昔し
たものは表示され､再生し終わって到着したMUは破棄さ
れる｡また再送要嚢も､音声Muの再送が終了するまでに
間に合うと判断された画像MUのみが再送要求を出される
ようになっている｡図2では､MUPlが再選を要求しようとし
たがMUSlの再生終了時刻に間に合わないと判断された
ため再送要求は行われていないoLかし､鮎fU P4は M U S
4の再生終了時刻に間に合うと判断された た め 再 送 が 行 わ
れている｡
痩)画像データのサービス晶質を重視した 制 御
図3に画像データのサ-ビス晶質を重 視 した 制 御 方 法 を
示す｡
図3 画像ギー (々･71サービス品質を重視した制御
画像品質の制御では､送信者の動作のぎこちなさを少な
くするた捌 こ､送信側でのキャプチャ間隔と受信側での表
示間隔がほぼ一定であることが望ましいo
図3中で､まず MLTPlが受信側に到着するとMLTP2(T)
目標表示時刻が設定されるo次にMW 2が欠落したとする
と∴二のデータに射する最太待ち時間以内に再送が間に合
わないため再送が行われないOこの結果､MUP3の目標
表示時刻をtブだけ伸張した後に MUP3を表示する｡一方
肌 ア劇ま､伸張された最大待ち時間に間に合うため再送
処理が行われるoLかし､音声の賂倉と同様に目標表示時
刻を伸張することはリアルタイム性を有するデ-夕品質を劣
化させることになるため､一定期 間 に 瓦 那 J の 欠 落 が無い場
合は目標表示時刻を短縮する D
音声 MUについては､同期の貯象となる画像 MUの目
標表示時刻とそのMU の最尭待ち時間までの問に到著し
たMUは再生され､それ以外は破棄されるOまた再送処理
も､同期の貯象となる画像MU の最太待ち時間までに到着
できると判断された音声 MU のみ再送処理されるようにな
っているO図3では､MUS3が欠落しているが､その最大
待ち時間までに再送が間に合うと判断されたため､再送を
要求している｡
4.システム構成
本 シ ステムでは ､通 信 ネ ットワ-クに接続されている任意
の 2台 の ホ ス ト間 で ､UD P を 周 い た 画像と音声デ-タの授
受 を 行 うO構 成 を 図 4に 示 す O
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図4システム構成
ま ず ユ ー ザーは通信する相手の名前を指定して ､コ ネ クショ
ンレスなマルチメディアデータ通信を行うO通信 は 通 常音
声データのサ-ビス晶質を重視した制御がなされて いるO
画像データを重視したい場合には､サ-ビスの優先度を変
更することによって画像データが優先的に処理されるように
なっている0
5.まとめ
本研究では､マルチメディアデータ通信を行J)上で問題
となるサ-ビス品質の低下を把握するために､ネットワ-ク
のトラ巴ッタと転送時間の関係を測定し､高負荷額域でのサ
-ビス品質の低下を確認すると共にメディア同期の必要性
を示した｡次にメディア間期を行う方式として､音声デ-夕
〔7111- ビス品質を重視した制御と画像データのサービス品
質を姦祝した制御の2通りの方式を擾蒸した｡
今後は､提案した方式を実装したシステムを構築し､その
効果を測定すると共に､描画システムや蓄積メディア再生
機能を導入した遠隔教育システムを開発し､各サービスの
メディア同期を考慮した制御方法を検討していく予定であ
る｡
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